


我々はこの本を‘Fundació 60’代表で
この文化事業企画の起草者である
ロセル・バリュマジョ・トライテル
(Roser Vallmajó i Trayter) に捧げる。
彼女は2007年2月28日
51歳で永眠した。



ここにあなたの不思議な
ジロナへの訪問が始まる
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アインシュタイン曰く、
もしあなたの子供達が
知性豊かに育つように願うなら、
彼らに物語を読みなさい。
そしてもっと賢くなる様に願うなら、
もっと物語を読んであげなさい。
毎日子供達に物語を読み聞かせなさい、
伝説、物語、そして妖精の話を…
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Gerard Roca i Ayats, （ジェラード・ロカ・アヤーツ）サン・
グレゴリ（Sant Gregori, Girona）出身、1972年12月9日生ま
れ（34歳）。彼は画家・彫刻家であり、この本に登場する四十二
のジロナの伝説の挿画、大理石彫刻の作者。それらはホテル「
Llegendes de Girona」のテーマとなるだろう。アングレス市
(Anglés) 在住。
gerard.roca.ayats@hotmail.com

Nuri Ros i Rue, （ヌリ・ロス・ルエ）パラフルジェリ（Palafrugell,
Girona）出身、1975年12月31日生まれ（31歳）。彼女は社会・文化
面における報道記者・人類学者で、バルセロナ自治大学（Universitat
Autónoma Barcelona）に在籍。彼女は報道の仕事と社会活動を両立
し、現在‘Fundació Jaume Bofill’のカタロニア社会不平等問題の委員
会で働いている。この本に登場する四十二のジロナの伝説の著者。ジロ
ナ市在住
(rrnurry@hotmail.com)

この本に登場する四十二のジロナの伝説の、文章及び大理石彫刻の版権・
所有権は全て、‘Fundació 60’（財団法人60 / フンダシオ・シシャンタ）
に帰属する。
それらはジロナ市民と訪問者達に一般公開されている。

この本は2007年4月23日セント・ジョルディの日に、カタロニア語・ス
ペイン語・英語・フランス語・ドイツ語で出版された。

2008年にその拡大版を、さらなるジロナの伝説と大理石彫刻、更に魅惑
的で不思議な伝説的ミステリーを加え計画中。それはイタリア語・ロシア
語・オランダ語・アラビア語・中国語・日本語も加わり、全11ヶ国語にて
編集予定。

(e-mail: info@fundacio60.org / www.fundacio60.org).
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流動的な新しい文化―中でも‘文化的観光’と呼ばれるもの―旅に
おける‘滞在する場所’は、常にその価値を益々高めている。

伝説の世界は確実に我々の考え方や理念の一部を形成している。
だから伝説と滞在とを融合する事は、我々が日々探し求めてい

る付加価値として的を得ている。
我々の国は伝統とルーツ、慣習と継続、職人仕事とアイデンテ

ィティ、工芸と歴史に基づく国である事に疑いの余地はない。
しかしまた遥かに遡る歴史を持ち、独自の古代神話の中へその

ルーツを探し求める伝説的な伝統の国でもある。カタロニアの慣
習とその伝説の奥深さは、この伝統の継承の中でも特に豊かなも
のだ。年代記の中に偉大な名前（Joan Amades, Aurelí i Maria
Aurèlia Capmany）と共に、アイデンティティの回復の為に推進
され、調査され、広められた時代の幅広い充実した記録が残って
いる。

我々の伝説の豊かさはその全域に色濃く見られるが、言うまで
もなく特にジロナ市内にその本質は凝縮されている、歴史あるそ
の街の心臓部に。今回の伝説集に選ばれた多くの伝説の中には、
宗教的な、それに対し冒涜的な、厚い崇拝、歴史、庶民のルー
ツ…を主題としたものが見られる。

それら全てがこの輝かしいホテルの冒険にあたり、充分な多様
性と魅力的・暗示的要素を備えている。

ホテルの設立に選ばれたこの建物は、間違いなく幻想と伝統の
間の世界において重要な意味を持っている。聖ナルシスの姿が記
録された場所の近く、ジロナの伝説における軸となる場所の一つ
に位置している。

この伝説集の中で二つの物語は、この場所とその周囲にいくつ
か仮説の起源がある様だ。この建物は近年までは賃貸住宅で様々
な家庭を内包していた。その内部は大きく変更されたものの、い
くつかの興味深い要素が今日復元可能となった。

もう一つこの建物について特筆すべき点は、建物正面の力強い
いくつかのこだわりの要素、特にポルタル・デ・ラ・バルサ通
り(C/Portal de la Barca) に面した、その建物の気品と質感を高

める為に改築された大きな窓とバルコニーだ。
現在我々の仕事は、過去とその地区の歴史に光を差し込む為に、こ

の建物の更なる特性を見いだしていく事だろう。
伝説の世界を主題とした考え方は、その内部を定義するだけで

なく、全体を通して大変意味深い物語の糸口を紹介していく事。
この仕事の基本的提案は、伝説世界を取り込む事によって、建物

をただ修復するのではなく他とは異なる特色を出していく事だ。
この新しい考え方は、そのホテルの特性を庶民の賢明な知識の

中に見いだす試みだ。
旧市街の幅広い充実した記録情報が入手可能であり、誰もがロ

ーマ時代末期に築かれた市を囲む壁からそれをなぞっていく事が
出来る。この不規則で曖昧な三角形とその周囲は、ジロネリャ城
の建設とガリガンス川沿いの壁の拡張工事が行われた9世紀後半
まで変わる事はなかった。

その後11世紀に市を囲む壁の内側で（大聖堂、聖ペレ、聖ニコ
ラウ、聖ダニエル、聖マルティ、聖エウラリア、聖スサンナの）
大規模な建設工事が実施された。また市の壁外側の聖フェリウ地
区周辺の建設もその頃に始まったと考えられている。

しかし14世紀から15世紀にかけて急成長し強固な街となる時代
まで、まだその平地部分まで建物は到達していなかった。中世の
時代に新たな市を囲む壁（murallas）が建設され、さらに広い地
域を囲んだ。この頃にメルカダル地区を囲む壁も計画されていた
が、それは15世紀の終わりまで実現しなかった。

そしてこの内側の地域に数多くの石造りの歴史的な建物やモニ
ュメントが残り、それらは多くの訪問者を魅了し、街は観光テー
マパークではなく人々の生活の中心の場でありつづける為に苦戦
している。

1960年代終盤までジロナ旧市街の歴史的中心部は、真にその
生活に焦点をおいた活気あふれる街であった事に疑いない。ジョ
アキム・ナダル（Joaquim Nadal）が何度も巧みに述べている
様に、街はその後根本的な変革と復興の過程を経験しなければな
らなかった。1970年に‘Gran Girona’（偉大なジロナ）として知ら

編集にあたって
ホテルの主題又は付加価値
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伝説とは口述と記述により伝えられた、多かれ少なかれ歴史的な形
で場所と人物とを限定した、想像的・幻想的要素を兼ね備えた物語。
それらは現実的な事柄と関わりながら、歴史的事実と幻想的又は虚偽
の要素が混同している、しかし実際起こりうる出来事。

それぞれの人類の集団は最も重要だと考えられる出来事を、記憶
して語り継ぐ為に伝説の肉体を創造した。そこに客観性はなく、
各々の主観的な視点で創られている。その集団はそれ自身を善良
で、誠実で、勇敢であると定義し、異教徒である他者からの幾多
におよぶ攻撃も、それに対する英雄的勝利となって現れる。この
ような感性で伝説は我々に、一つのコミュニティの歴史的過去に
ついて、特にこのコミュニティが過去をどの様に生き、それをど
う解釈してきたかの情報を我々に提供する。

ジロナ市の歴史は伝説の中に反映されている。誰もが戦略を企
てる地理的条件と、様々な文化の入り込む玄関口にある為に、ジ
ロナの激動の過去はうまれた。穀物の凶作年、飢饉、伝染病、他
国との攻防戦、街の聖人に対する人々の厚い信仰…これらの要素
全てが、ジロナの伝説にそれぞれ刻印されている。

伝説を語るという行為はそれ自体が儀式的で、聞き手と英雄的な
過去の勝利を共有すると共に、そのグループの属性に同化させる
意図がある。そのグループに属する意識を与えるだけでなく、伝
説はそのコミュニティの性質を強く印象づけ、その価値を広め、
信仰や規則を、その規律からはずれる者達に与えられる刑罰同様
に伝えている。

伝説は美しい団結と社会的機能の他に、未知なる脅威的な、又
は説明のつかない現象の起源－湧水、湖、橋、奇妙な音…を説明
し理由づける手段としても、各時代の知識の部分部分を組み合わ
せる為に使われてきた。

Nuri Ros Rue （ヌリ・ロス・ルエ）
報道記者・人類学者

ジロナ市の歴史は
伝説の中に反映されている

伝説は生きている、それらは不動のものではなく伝わっていく過程
で進化する。新しい時代に、又はそれぞれの語り手の想像に応じてい
く。この様な理由から同一の伝説に様々な別バージョンがある。その
いくつかはそのグループの文化的性質に適応した形で、他の文化から
採り入れられている。元来伝説は庶民の創作の結果語り継がれたもの
だが、有名になった博学者たちの伝説もまた存在する。

科学的知識に基づく社会、そして情報における最先端技術は、
伝説を生みだす過程を止めたのではなく、伝説は新しい状況に適
応したのだ。そして今日ではインターネットを通して伝説は広め
られている。都市部の伝説は、有名人について、高級ブランドに
ついて、そして恐ろしい出来事についても物語っている。しばし
ばそれらの基本的な主題は古い伝説と何も変わらない、もっとも
現代的で今日の状況に適応してはいるけれども。
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バニョレス湖は不規則な八の字形で、長さは南北に
2080ｍ、幅は東西に730ｍ。最深水位は約60mあり、
リェルカ川（Llierca）の地下水とボロの湧水（Borró）
を水源としている。湖が形成されたのは今から約25万
年前のクアテルナリア時代。湖は水辺で起こる全ての
出来事を長い長い年月見つづけてきた。子供を食べる
竜、水の妖精ゴジェス（goges） 、そして近年ではオ
リンピックゲームまでも…

1 バニョレス湖

25万年前　 バニョレス（ジロナ）　 　
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